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情報を得る手段の確

子どもたちも安心です。

情報を得る手段の確

子どもたちも安心です。

気がそれるものを。



、ウォシュレット

マスク

防犯ブザー等防犯グッズ



置いて



　災害時はストレスなどにより一時的に母乳が出にくくなることがあり
ますが、授乳を続けることで再び出てくるようになります。また、母乳に
は免疫成分が含まれており、赤ちゃんの免疫となります。普段母乳育児
をされている方は、授乳を続けることでお母さんと赤ちゃ
ん、双方にとってメリットがあります。
　粉・液体ミルクを活用する場合は、清潔な手で行うこと
が大切です。



避難指示など

ハザードマップや避難場所、徒歩帰宅支
援ステーション
を確認できます。



洪　水 内水氾濫
地　震 津 波

高　潮
ため池

災害は休日にだって起こります。令和6年能登半島地震は1月1日、元日の夕方に起きました。

災害時の避難行動を考える際は、「なごやハザードマップ防災ガイドブック」
「わが家のマイ・タイムライン」を活用しましょう



相談

防犯ブザー等防犯グッズを持ち歩く
防犯ブザーであれば、普段からも使えます。



令和6年能登半島地震では、女性向け物資の管理や男女平等参画の視点での避難所運営が行き届いていないことがありました。

リーダーや副リーダーも男女で！
運営に男女の視点が入ることでみんなが気持ちよく過ごせることにつながります

女性専用のスペースは防犯上の観
点から、昼夜を問わず安心して使
用できる場所を選び、巡回をして
犯罪が起きない環境づくりを行い
ましょう。

下着などの配布は女性が行ったり、生理用品は女性用トイレに設置すると安心！

避難所開設時に
プライバシー確保のために
パーテーション等の活用も！




